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Today, there are several big problems such as bullying of children and youth, school refusal and 
non-attendance, suicide, and Hikikomori in Japan. This essay focuses on the problem of Hikikomori. 
At first, I will reveal historical background of it. Secondly, I will search present situation and issues of 








大学中退者数は、2012 年度では約 8 万人で 2007
年度約 6 万人から 2 万人も増えています。中途退
学者のうち経済的理由によるものは、20.4％で










1995 年に正規雇用の労働者が 3779 万人いたの
が、2015年には 3242万人と 537万人減少します。
逆に、非正規雇用の労働者は、1995 年 1001 万人
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ア．若者の失業者数の増加：92 年 42 万人→02 年
69 万人へ増加。 
イ．高い失業率：92 年 4.5％→02 年 9.9％へ増加。 
ウ．フリーターの増加：92 年 101 万人→00 年 193
万人へ増加。 
エ．無業者の増加：大卒：92 年 5.7％→02 年 21.7％
（約 12 万人）、高卒：92 年 4.7％→02 年 10.5％
（約 14 万人）。 























雇用の期間は 3 ヵ月で提供された数は 4 万足らず
（04 年度）です。イギリスのそれは、6 ヵ月の補
助金つき雇用の制度を持ち、4 年半で 91 万人を受
け入れていました。日本の若者人口はイギリスの約
2 倍あります。また、「ジョブカフェ」のセンター









































33 東京電機大学総合文化研究 第15号 2017年
は「自立」です。 































































 この「ひきこもり調査」では、10 歳代から 39 歳
までで、第一に、「狭義のひきこもり」＝23.6 万人、









































































 また、第三の 40 歳以上の「ひきこもる人」の存在
は、端的には「8050 問題」と言われている問題です。 
 KHJ の調査など（KHJ、2017、及び「東京新聞」
2017 年 9 月 25 日付け）によると、40 歳以上のひ
きこもりを把握している 9 県のうち、茨城、山梨、
島根、佐賀、長崎県では、40 歳以上が 39 歳以下を
上回る結果となっており、「ひきこもる人」の高齢
化の実態が明らかになりました。 
 また、ひきこもりの平均年齢は、05 年の 28.1 歳
→17 年の 32.2 歳とプラス 4.1 歳、ひきこもり平均
期間は、05年7.5年→17年10.8年とプラス3.3年、












以上、第 1 章と第 2 章から導かれるひきこもり
問題をめぐる論点と課題について以下の 5 点につ
いて順番にふれたいと思います。 


















































































































































 その中で、ここではこれまで 12 回の「全国若者・
ひきこもり協同実践交流会」を行い、今年 12 月に
富山で第 13 回目を行う「若者支援全国協同連絡会」
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